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ネ
ル
ギ
―
の
導
入
を
促
進
す
る

こ
と
。

二
、
買
取
価
格
・
期
間
の
設
定

に
お
い
て
、
設
定
ル
―
ル
を
明

確
化
し
、
長
期
的
な
将
来
の
見

通
し
を
示
し
、
制
度
の
予
見
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
。

三
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
―
発

電
事
業
に
係
る
規
制
改
革
を
確

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
進
捗

状
況
の
管
理
の
た
め
の
独
立
機

関
等
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

意
見
書
第
７
号

 

「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

 

ル
」
に
よ
る
社
会
基
盤
再
構

 

築
を
求
め
る
意
見
書

一
、
道
路
や
橋
梁
、
上
下
水
道
、

河
川
道
、
港
湾
な
ど
、
老
朽
化

が
進
み
更
新
時
期
が
近
づ
い
て

い
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
早
急
に

点
検
・
特
定
し
、
維
持
・
更
新

の
た
め
の
公
共
投
資
を
積
極
的

か
つ
集
中
的
に
行
う
こ
と
。

二
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
通

信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
共

同
溝
化
・
無
電
柱
化
を
促
進
し
、

都
市
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

三
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
、
学
校
等
の
公
共
施
設
や

病
院
・
介
護
等
の
社
会
福
祉
施

設
な
ど
地
域
の
防
災
拠
点
の
耐

震
化
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を

推
進
す
る
こ
と
。

　

意
見
書
第
８
号

 
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

 

求
め
る
意
見
書

　

被
災
自
治
体
に
対
す
る
復
興

費
の
確
保
、
少
子
・
高
齢
化
に

対
応
し
た
地
方
財
政
計
画
の
策

定
、
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保

等
の
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
る

事
な
ど
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
第
９
号

 

け
い
れ
ん
性
発
声
障
害
（
Ｓ

 

Ｄ
）
の
研
究
・
治
療
等
の
推

 

進
を
求
め
る
意
見
書

　

実
態
調
査
の
実
施
や
家
族
に

対
す
る
相
談
及
び
支
援
、
医
師

の
派
遣
な
ど
遠
隔
地
で
も
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
第
10
号

 

郵
政
民
営
化
に
よ
る
ユ
ニ
バ

 

ー
サ
ル
（
全
国
一
律
）
サ
ー

 

ビ
ス
維
持
を
求
め
る
意
見
書

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
の
郵

便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
さ

れ
、
過
疎
地
に
あ
る
簡
易
郵
便

局
が
存
続
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

た
も
の
で
す
。

　

意
見
書
第
11
号

 

年
金
削
減
政
策
を
中
止
し
、

 

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意

 
見
書

　

年
金
削
減
政
策
の
中
止
、
無

年
金
、
低
年
金
の
解
決
、
年
金

受
給
資
格
期
間
の
短
縮
、「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
発
動

を
や
め
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た

も
の
で
す
。

　

以
上
の
意
見
書
が
、
国
の
関

係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
町
村
議
長
会
主
催
の
全
道

の
議
員
研
修
会
が
、
７
月
３
日

札
幌
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
標
茶
町
の
議
員
も
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
講
演
は
つ
ぎ
の
二
つ

で
し
た
。

・「
議
会
改
革
の
展
望
と
課
題
」

講
師　

牛
山
久
仁
彦
氏

（
明
治
大
学
教
授
）

・『「
世
界
の
中
の
日
本
・
ア
ジ

ア
の
中
の
日
本
」
～
日
本
の
外

交
戦
略
を
探
る
～
』

講
師　

手
嶋　

龍
一
氏

（
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作

家
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

　

牛
山
氏
は
、「
分
権
社
会
に

お
け
る
自
治
体
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
や
少

子
高
齢
化
な
ど
の
例
を
出
し
、

役
場
や
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
特
に
、
町
村

議
会
の
優
位
性
と
し
て
道
、
県

議
会
や
国
会
と
違
っ
て
、
住
民

に
最
も
近
い
議
会
な
の
で
、
議

員
の
地
域
に
お
け
る
役
割
が
今

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

手
嶋
氏
は
、
日
本
の
核
武
装

は
全
く
あ
り
得
な
い
と
持
論
を

展
開
し
、
さ
ら
に
、
地
球
温
暖

化
で
新
た
な
北
極
海
航
路
が
可

能
と
な
り
、
ま
た
、
石
油
、
天

然
ガ
ス
等
の
資
源
も
北
の
海
に

豊
富
に
あ
り
、
２１
世
紀
の
流
通

革
命
が
起
き
る
こ
と
を
示
唆
し

ま
し
た
。

 意見書・議員研修会

平
成
24
年
度

北
海
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会

に
参
加

ー議員研修会 牛山氏講演ー
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第
２
回
定
例
会
で
は
四
名
、
六
件
の
一
般
質

問
、
三
名
の
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
国
保
会
計
の
二
会
計
の
補
正
が

提
案
さ
れ
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
保
会
計
に
五
千
万
円
を
繰
り
出
し
住
民
生

活
を
守
る
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
暮
ら
し
に
係
わ
り
の
あ
る
七
件
の

意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
標
茶
町
連
合
町
内
会
を
は
じ
め
、
延

べ
20
名
の
方
が
傍
聴
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
議
会
だ
よ
り
等
を
通
し
て
、
町
議
会

の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　

（ 

文
責　
　

田
中　

敏
文 

）
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三
月
十
三
日

三
月
二
十
六
日

四
月
四
日

四
月
五
日

四
月
十
一
日

四
月
十
六
日

五
月
十
五
日

五
月
十
八
日

五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
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六
月
一
日

六
月
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一
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六
月
十
一
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六
月
十
四
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六
月
十
四
日

　
　
　

〜
十
五
日


